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ARTISTIC JAPAN  / 芸術の日本
―西欧で生まれた日本美術専門誌

戸 鹿 野 陽 子

国立国会図書館の蔵書から

　

19
世
紀
後
半
の
西
欧
で
は
、
日
本
の
開
国
に
よ
り

本
格
的
に
流
入
し
た
日
本
美
術
に
高
い
関
心
が
払
わ

れ
、
西
欧
美
術
の
新
た
な
表
現
方
法
と
し
て
取
り
入

れ
よ
う
と
す
る
「
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
」
と
い
う
文
化
現

象
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
美
術
史
を
飾
る
そ
の
一
時
代

の
中
で
、
日
本
と
西
欧
の
美
術
を
つ
な
ぐ
役
割
に
大

き
な
功
績
を
残
し
た
一
人
が
、ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー

の
名
付
け
親
で
も
あ
る
美
術
商
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ビ
ン

グ
（
１
８
３
８
‐
１
９
０
５
）
で
す
。

　

ド
イ
ツ
で
商
人
の
家
系
に
生
ま
れ
た
ビ
ン
グ
は
、

パ
リ
へ
移
り
、
そ
こ
で
日
本
美
術
商
と
し
て
店
を
開

き
ま
し
た
。
ビ
ン
グ
の
店
に
は
、日
本
で
の
収
集
や
、

横
浜
の
ド
イ
ツ
領
事
で
あ
っ
た
義
兄
の
協
力
で
確
固

た
る
も
の
と
な
っ
た
輸
入
ル
ー
ト
に
よ
り
構
築
さ
れ

た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
並
び
、
多
く
の
日
本
美
術
愛
好

家
が
足
を
運
び
ま
し
た
。
か
の
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
も
、

パ
リ
時
代
に
は
ビ
ン
グ
の
店
で
浮
世
絵
を
求
め
た
と

い
い
ま
す
。

　

１
８
６
７
年
、
１
８
７
８
年
に
開
催
さ
れ
た
パ
リ

万
国
博
覧
会
を
契
機
に
日
本
へ
の
関
心
は
高
ま
り
、

１
８
８
０
年
代
以
降
は
、
よ
り
体
系
的
に
日
本
美
術

を
紹
介
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
気
運
の
中
、
一
流
の
日
本
美
術
愛
好
家
た
ち

と
広
く
交
流
を
持
っ
て
い
た
ビ
ン
グ
は
、
１
８
８
８

年
５
月
か
ら
１
８
９
１
年
４
月
ま
で
、
彼
ら
を
執

筆
陣
と
し
て
迎
え
た
豪
華
雑
誌
『
芸
術
の
日
本
』 

A
rtistic Japan

（Le Japon A
rtistique

）
を
刊

今 月 の 一 冊

1888 年 5 月創刊号の表紙。歌川広重「雪中芦に鴨」。英語版価格は 1 号 2
シリング。

Artistic Japan illustrations and essays
Collected by S. Bing, S. Low, Marston, Searle & Rivington, [1888]-
91, 5 v. (paged continuously) ill. (some col.) . 34 cm
<請求記号 A-92>
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行
し
ま
し
た
。

　

今
回
取
り
上
げ
る
の
は
、
こ
の
月
刊
雑
誌
『
芸
術

の
日
本
』
の
英
語
版
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
語
版
、
ド
イ

ツ
語
版
と
同
時
に
刊
行
さ
れ
た
本
誌
は
、
ビ
ン
グ
が

イ
ギ
リ
ス
人
美
術
商
の
マ
ー
カ
ス
・
Ｂ
・
ヒ
ュ
ー
イ
ッ

シ
ュ
（
１
８
４
５
‐
１
９
２
１
）
か
ら
監
訳
協
力
を

得
る
こ
と
で
実
現
し
ま
し
た
。
発
行
部
数
は
残
念
な

が
ら
不
明
で
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ

ツ
に
加
え
て
ア
メ
リ
カ
に
も
流
通
し
、
日
本
美
術
を

紹
介
す
る
出
版
物
と
し
て
は
、
そ
れ
ま
で
に
類
を
見

な
い
国
際
的
な
雑
誌
と
な
り
ま
し
た
。

　

浮
世
絵
な
ど
を
複
製
し
た
鮮
や
か
な
表
紙
を
開
く

と
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
初
め
て
の
日
本
美
術
研
究

書
で
あ
る
『
日
本
美
術
』
を
著
し
た
ル
イ
・
ゴ
ン

ス
（
１
８
４
６
‐
１
９
２
１
）
や
、
兄
弟
で
の
制
作

活
動
が
有
名
な
ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
の
一
人
で
あ
る
文

学
者
エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
（
１
８
２
２
‐

１
８
９
６
）
な
ど
、
錚
々
た
る
執
筆
者
に
よ
る
日
本

美
術
や
日
本
文
化
に
関
す
る
論
文
が
毎
号
１
本
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
日
本
に
関
す
る
幅
広
い
知
識
を
提
供

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
各
号
の
巻
末
に
は
日
本
美
術
の

精
巧
な
色
刷
り
複
製
図
版
を
10
点
ほ
ど
収
め
、
論
文

テ
キ
ス
ト
部
分
に
は
絵
手
本（
例
え
ば
、『
北
斎
漫
画
』

や
『
一
筆
画
譜
』
な
ど
）
の
ス
ケ
ッ
チ
を
散
り
ば
め

る
な
ど
、
視
覚
的
に
も
魅
力
あ
ふ
れ
る
仕
上
が
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。
当
館
で
所
蔵
す
る
本
誌
は
全
36
号

を
６
分
冊
に
合
本
し
た
も
の
と
な
り
ま
す
が
、
実
際

1888 年 10 月第 6 号の論文は、エドモン・ド・ゴンクールが発見した赤穂藩士※制作とみられる携帯用筆記具の「矢立て」と
エドモンが日本人美術商 林忠正から聴取した赤穂浪士の物語について書かれている。左ページには、歌川国芳『誠忠義士伝』
を基にした赤穂浪士の挿絵が、また両ページにまたがり「矢立て」に記されていた銘文の翻訳が掲載されている。
※資料本文では、「大高信清」という名で四十七士の一人であったと書かれているが、「大高源吾」もしくは「大石信清」の間違いではないかと

推察される。
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論文の扉絵にも、浮世絵などのモチーフがあしらわれている。1889 年 7 月第 15 号（歌川
広重に関する論文を掲載）と 1890 年 2 月第 22 号（日本美術の中の動物に関する論文を掲
載）は、歌川広重『名所江戸百景』の「深川万年橋」と「深川洲崎十万坪」が元である。

「名所江戸百景　深川洲崎十万
坪」歌川広重（1世）画　［魚屋
栄吉］　［安政4（1857）］（『名所
江戸百景』所収）https://dl.ndl.
go.jp/info:ndljp/pid/1312343

「名所江戸百景　深川万年橋」
歌川広重（1 世）画　［魚屋栄吉］　

［安政 4（1857）］（『名所江戸百
景』所収）https://dl.ndl.go.jp/
info:ndljp/pid/1312292

の
雑
誌
1
冊
は
33
×
25
㎝
と
大
き
く
、
厚
み
も
紙
質

が
良
い
た
め
１
㎝
程
の
大
き
さ
で
す
。

　

ビ
ン
グ
は
、
創
刊
号
に
寄
せ
た
論
説
「
序
論
」
の

中
で
、
こ
の
雑
誌
の
刊
行
意
図
を
語
り
ま
す
。
当
時

の
西
欧
で
は
、
日
本
美
術
へ
の
理
解
が
表
面
的
な
も

の
に
と
ど
ま
り
、
本
物
の
日
本
美
術
品
と
輸
出
用
の

低
質
な
日
本
美
術
品
の
区
別
が
つ
か
な
く
な
っ
て
お

り
、
正
し
い
観
察
眼
を
養
う
た
め
に
本
誌
を
企
画
し

た
の
だ
と
言
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
本
物
の
日
本

美
術
品
に
忠
実
な
複
製
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
日
本

美
術
の
本
質
を
正
し
く
紹
介
し
よ
う
と
し
た
の
で

す
。

　

あ
わ
せ
て
、「
序
論
」
の
後
半
で
は
、
本
誌
が
産

業
美
術
の
将
来
に
関
心
を
持
つ
人
々
に
向
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
示
し
て
い
ま
す
。
装
飾
図
案
も
含
む
豊

富
な
図
版
を
持
つ
本
誌
を
、
単
純
な
モ
チ
ー
フ
の
模

倣
で
は
な
く
、
日
本
人
の
考
案
し
た
モ
チ
ー
フ
か
ら

普
遍
的
な
指
針
を
引
き
出
し
、
自
ら
の
芸
術
に
応
用

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
の
で
す
。
長
ら
く
工
芸

品
を
絵
画
や
彫
刻
よ
り
も
下
位
に
お
い
て
い
た
西
欧

に
お
い
て
、
日
本
の
工
芸
品
の
芸
術
性
は
新
鮮
に
捉

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本
で
は
生
活
そ
の
も
の
を

芸
術
と
み
な
し
て
い
る
、
と
い
う
彼
ら
の
認
識
が
、

『
日
本
の
芸
術
』
で
は
な
く
『
芸
術
の
日
本
』
と
い

う
タ
イ
ト
ル
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
芸
術
の
日
本
』
の
刊
行
期
間
は
わ
ず
か
３
年
で

し
た
が
、
こ
れ
は
雑
誌
の
長
期
化
に
よ
る
読
者
離
れ

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1312343
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1312343
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1312292
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1312292
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を
懸
念
し
て
、
本
誌
の
企
画
当
初
か
ら
遠
く
な
い
終

期
が
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
ゴ
ッ
ホ

や
ナ
ビ
派
と
呼
ば
れ
る
芸
術
家
た
ち
に
も
読
ま
れ
て

い
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
本
誌
の
刊
行
後
に
日
本

美
術
の
図
版
集
の
刊
行
が
増
え
た
こ
と
や
産
業
芸
術

の
地
位
向
上
に
寄
与
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
多
く
の
人
々
に
読
ま
れ
、
そ
の
影
響
も

広
範
に
及
ん
だ
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

現
代
の
私
た
ち
が
今
、
そ
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て

み
て
も
、
当
時
の
西
洋
か
ら
見
た
日
本
美
術
の
認
識

の
広
さ
と
深
さ
に
驚
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
誌

面
に
広
が
る
欧
文
テ
キ
ス
ト
と
日
本
美
術
の
ス
ケ
ッ

チ
の
融
合
に
面
白
さ
も
感
じ
ま
す
。『
芸
術
の
日
本
』

は
、
時
代
を
超
え
て
、
海
を
越
え
て
、
今
も
人
々
を

魅
了
し
続
け
て
い
ま
す
。

1888 年 5 月創刊号に掲載された巻末の複製図版から、森狙仙「猿
猴図」（右）と葉のよじれを表した装飾図案（左）。図版端には「Grav. 
impr. par GILLOT」の文字があり、シャルル・ジロ（1853-1903）
が複製図版の制作を行ったことがわかる。「ジロタージュ」という
色刷り銅版画技術を用いており、この技法は『パリ・イリュストレ』
誌の日本特集号や、画家山本芳翠が挿絵を描いた和歌翻訳集『蜻
蛉集』※などにもみられる。
※本誌 2017 年 5 月号で紹介。

当館では、合冊製本された英語版とフランス語版の 2 種
類を所蔵している。英語版 ARTISTIC JAPAN（右）とフラ
ンス語版 LE JAPON ARTISTIQUE（左）1889 年 4 月第 12 号
の表紙。表紙絵は葛飾北斎「凱風快晴」（『富嶽三十六景』
より）。『富嶽三十六景』からは、「尾州不二見原」と「甲
州犬眼峠」も、1889 年 9 月第 17 号と 1890 年 6 月第 26 号
の表紙に採用されている。

当記事には、1888年5月創刊号から抜き出したスケッ
チを散りばめている。これらは葛飾北斎の作品を元
絵としており、例えば、「三味線を弾く女」のスケッ
チ（上）は『北斎漫画　1 編』に収録された絵手本
を元絵にしている。
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/851646/13

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/851646/13


（ボランティアの時の写真）左から、ディランさん、パーカー・フェ
イさん（ミン・フェイのご子息で、一緒に資料整理をしました）、松田。

　みなさんこんにちは、国立国会図書館職員の松田恵里です。私は 2017 年から1 年

3 か月、国立国会図書館の憲政資料室において日系移民に関するアーカイブズ資料の

整理を担当し、その後、2018 年 9 月より2 年間、長期在外研究員としてニューヨーク

大学のアーカイブズ及びパブリックヒストリープログラム修士課程で勉強をしてきました※。

　実は偶然にも、国立国会図書館とニューヨーク大学には資料を通したちょっとしたつな

がりがあるのです。憲政資料室が収集している日系移民関係資料の一つである「キシ・

コレクション」の片割れが、ニューヨーク大学図書館にあるアーカイブズに所蔵されている

のです。「キシ・コレクション」の元の所蔵者はニューヨーク生まれの日系 2 世ヨシオ・キシ

（1932-2012）でした。

　今回は、キシと深いつながりのあった歴史家のディラン・イェーツさん（Dylan Yeats）

に、キシとの思い出を話してもらいました。私がディランさんと出会ったきっかけは、ニュー

ヨーク大学の一組織であるアジア・太平洋諸島系米国人協会（Asian/Pacific/American 

Institute、以下「A/P/A」）から依頼されたボランティア活動でした。A/P/A はアジア・

太平洋諸島系のアメリカ人に関する資料を収集して、ニューヨーク大学のアーカイブズのコ

レクションに保存する活動をしています。私がニューヨーク大学に在学中、上海生まれ香港

育ちのニューヨークで活躍する彫刻家ミン・フェイ（Ming Fay）の資料を、彼のスタジオで

整理しニューヨーク大学図書館のアーカイブズに送るというプロジェクトがありました。ディラン

さんはコンサルタントとして、私はアシスタントとしてこのプロジェクトに参加していたのでした。

　ディランさんへのインタビューから、キシの人となりがどのようなものであったか、なぜアジ

ア系アメリカ人の資料を集めることになったか、キシの集めた資料はどのようなものだったの

かをよく知ることができると思います。また、キシが集めた資料を具体的にイメージしてもらう

ために、当館所蔵の「キシ・コレクション」とニューヨーク大学図書館所蔵の「ヨシオ・キ

シ及びアイリーン・ヤーリン・スンコレクション」の中から、とっておきの資料をいくつかご紹

介します！   

Collections of Yoshio Kishi

※本誌 2019 年 6 月号もご覧ください

あるアジア系アメリカ人が
遺したもの
―ヨシオ・キシのコレクションより―



あの人の蔵書

　国立国会図書館憲政資料室で所蔵している「キシ・コレクション」はアジア系アメリカ人に

関する洋図書を中心とする約 1700 冊から成り、憲政資料室の日系移民関係資料※の中でも

大きな規模を誇るとともに、アジア系アメリカ人の軌跡を伝える貴重な資料です。当館は「キシ・

コレクション」を、キシ本人から1981 年に購入しました。購入当初は“Asian American 

Collection”とも呼ばれました。

　キシは、映画やテレビの編集の仕事に携わっていたほか、アジア系アメリカ人に関する資

料の収集、時には販売を行っていました。キシ・コレクションには、日系のみならず、中国系、フィ

リピン系などアジア系アメリカ人に関する学術的な調査研究書のほか、アジア系移民による文

学作品や児童書も含まれています。

※憲政資料室では、中南米、北米、ハワイ等の日系移民に関する資料を所蔵しています。個人が収集
した刊行物コレクション、日記・手紙・メモ・写真や聞き取りカセットテープ、団体由来の書類や刊行物な
どがあります｡

国立国会図書館所蔵
キシ・コレクション

憲政資料室のキシ・コレクションの一部を並べたもの。中には日本語で書かれたものも。

第5回

■キシ・コレクションの利用について

　キシ・コレクションは請求記号が「VE1」から始まり、東京本館憲政資料室で所蔵しています。
冊子目録を当館ホームページで公開しています。
https://rnavi.ndl.go.jp/kensei/entry/ve1.php
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日本人著作や日本の文化を紹介するもの、日本を脅威として扱うもの、日系アメリカ人に
対する差別を検証した本など、様 で々す。

1893 年にアメリカに渡った詩人、野口米次郎の著作。
※中央のThe American diary of a Japanese girl については本誌 2020
年 2 月号で紹介。

代表的な日本人論『菊と刀』の初版。
The chrysanthemum and the  sword　 
patterns of Japanese culture by Ruth 
Benedict
World Publishing, 1967

Yoshio Kishi Collection

■ Y e l l o w  P e a r l （ 黄 色 い 真 珠 ）

　本書は憲政資料室とニューヨーク大学図書館のどちらも所蔵している資料です（当館請求記号

VE1-1027）。1950 ～ 1960 年代のアフリカ系アメリカ人の公民権運動に影響を受け、アジア系アメリ

カ人たちも自らの社会的地位の向上を目指す運動を活発化させていきました。その中でも、この資料を

作成したBasement Workshop は、アジア系アメリカ人の若者のアートや政治活動を支える包括的組織と

して1973 年に発足しました。本書には、

30 人以上のアーティストによるアート、音

楽、詩などが箱に詰められています。タイ

トルは、アジアそのものやアジア系アメリカ

人の文化の価値への敬意を表現しつつ、

“Yellow Peril”（黄禍論※）をもじって

います。

“Yellow Pearl,” Basement Workshop Inc., 1972.
（写真はニューヨーク大学図書館所蔵のもの）

※黄禍論とは、黄色人種の台頭が白人文明ないし白
人社会に脅威を与えるという主張のことを指します。
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■ D o e r n e r  &  G u n t h e r  ( l i t h o g r a p h e r s ) ,  “ N o  m o r e  W a s h e e  W a s h e e ,  
M e l i c a n  M a n  W e a r  C e l l u l o i d  C o l l a r  &  C u f f , ” t r a d e  c a r d ,  c .  1 8 8 0 s .

１　 B a r b a r a  S c h o c k ,  “ C e l l u l o i d 
Collars,” Carl  Sandburg Historic 
S i te  Assoc iat ion ,  h t tps ://www.
sandburg.org/SandburgsHometown/
SandburgsHometown_CelluloidCollars.
html#:~:text=The%20detachable%20
s h i r t % 2 0 c o l l a r % 2 0 w a s , r e s t % 2 0
o f % 2 0 t h e % 2 0 n i n e t e e n t h % 2 0
century .&text=Linen%20and%20
c o t t o n % 2 0 c o l l a r s % 2 0 w e r e % 2 0
heavily%20starched%20to%20make%20
them%20stiff.
２　“NO MORE WASHEE WASHEE:” 
SELLING CUFFS AND COLLARS IN 
19TH CENTURY AMERICA,” AHLSTROM 
APPRAISALS VALUATION SERVICE, 
https://ahlstromappraisals.com/art-
history-blog//no-more-washee-washee

　このカードはセルロイド製造会社が作ったもので、中国人排斥に向かう当時のアメリカの風潮が読み取れます。

1820 年代に、取り外しができるワイシャツの襟や袖口が作られましたが、それらはリネンや綿からできていました。

1870 年代に、セルロイドが世界初のプラスチックとして発明された後、人々は取り外し可能で洗いやすいセルロイド

製のワイシャツの襟や袖口を使うようになりました 1。そのため、人々のランドリーへ行く回数は少なくなりました。

　当時、ランドリーでは多くの中国人が働いていました 2。カードには、中流階級の白人男性が海に浸かってワイシャ

ツを洗おうとしている一方、中国人たちは“Off for China”（中国への立ち去り）と書かれた帆の張られた使わな

くなってしまった洗濯桶に乗り、海に出ていっています。海岸では、中国人の洗濯屋がピジンイングリッシュで、“No 

more Washee Washee, Melican Man Wear Celluloid Collar & Cuff”（もう洗濯することができない。アメリカ人

はセルロイドの襟と袖口を得てしまった。）とつぶやいています。労働組合の指導者たちは、1882 年の中国人排斥

法成立以降、中国人や中国系アメリカ人をたびたび仕事から締め出そうとしていました。

ニューヨーク大学図書館所蔵
ヨシオ・キシ及びアイリーン・ヤーリン・スンコレクション
“Yoshio Kishi & Irene Yah-Ling Sun Collection of Asian Americana made possible in large part 
in memory of Dr. Wei Yu Chen; Fales Library and Special Collections, New York University 
Libraries.”

　キシは、ニューヨーク大学フェイルズ図書館にもアジア人やアジア系アメリカ人に関する資料を販売しており、こ

の「片割れ」は同大学において「ヨシオ・キシ及びアイリーン・ヤーリン・スンコレクション」（Yoshio Kishi and 

Irene Yah-Ling Sun Collection）として保存されています。憲政資料室で保存する資料が図書中心であるのに

対し、ニューヨーク大学図書館が所蔵するコレクションは本や雑誌のほかに、ポスター、フィルムやポストカードなど、

幅広い種類の資料で構成されています。
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https://ahlstromappraisals.com/art-history-blog//no-more-washee-washee
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■ “ S a v e  O u r  S t a t e  f r o m  O r i e n t a l  
A g g r e s s i o n , ” p o l i t i c a l  a d v e r t i s e m e n t ,  
1 9 1 8 .

　「我々の州を東洋の侵略から守れ」と書かれたこの選挙広告

から、西海岸に定住した日本人も、中国人と同じく、社会的・

法的な障害に遭遇していたことが読み取れます。元サンフラン

シスコ市長で上院議員であったジェームス・フェラン（James D. 

Phelan （1861–1930））は、上院議員再選を目指すこの選挙広

告で、日系移民を“Oriental Aggression”（東洋の侵略）と

表現し、“Keep California White”（カルフォルニアを白いまま

に）をスローガンにして、白人ナショナリズムに拠った政治的ア

ピールを行いました。日系移民の排斥を目指したフェランの活動

は、日本人のアメリカへの移民を禁じる内容を含む 1924 年移民

法（Immigration Act of 1924）の制定に影響を与えました 3。

　Voice of Chinatown は、Basemanet 

Workshop（7 ページ参照）による、若者

たちが政治的、または芸術的にどのように自

分たち自身を表現していくかを学ぶ機会を与

えるプログラムでした。この冊子はプログラム

に参加した若者たちが作成したもので、警

察による暴力の実態、アジア系アメリカ人に

対するステレオタイプ、チャイナタウンでの生

活の様子などが書かれています。1970 年

代のアジア系アメリカ人の若者が、アメリカ

でアジア人として生きることに意味を見つけよ

うとしていたことや、自分達の物語を表現し

ようとしていたことを感じられる本書を、キシ

は重要視していたのかもしれません。

■ “ V o i c e  o f  C h i n a t o w n  –  Y o u t h  
P u b l i c a t i o n , ” B a s e m e n t  W o r k s h o p ,  c . 1 9 7 5 .

Yoshio Kishi & Irene Yah-Ling Sun Collection

３　Brian Niiya, “James D. Phelan,” Densho Encyclopedia, https://
encyclopedia.densho.org/James_D._Phelan/

（URL 最終アクセス日：2021 年 3 月31日）

※ 7 ページのYellow Pearl、ならびに 8-9 ページの各資料の解説は、以下を参考にしました。
“Yellow Peril” Collecting Xenophobia A Visual Essay from the Yoshio Kishi / Irene Yah 
Ling Sun Collection, Fales Library & Special Collections, New York University, Asian/
Pacific/American Institute, New York, 2007.

https://encyclopedia.densho.org/James_D._Phelan/
https://encyclopedia.densho.org/James_D._Phelan/
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―
―
は
じ
め
に
、
キ
シ
さ
ん
と
知
り
合
っ
た
経
緯

を
教
え
て
も
ら
え
ま
す
か
？

２
０
０
５
年
に
、
ヨ※

シ
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と

し
て
働
き
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

A/P/A

が
ヨ
シ
の
持
っ
て
い
る
資
料
を
中
心

と
し
た
展
示
「Yellow

 Peril

」 

を
企
画
し
て

い
た
の
で
す
が
、
私
は
彼
の
持
っ
て
い
る
資

料
の
中
か
ら
ど
れ
を
展
示
す
る
か
を
選
ぶ
手

伝
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
、

展
示
に
関
す
る
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
も
、
彼

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
に

売
る
た
め
の
準
備
を
す
る
仕
事
を
始
め
ま
し

た
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
ヨ
シ
に
と
っ
て
、
と

て
も
大
切
な
も
の
で
し
た
か
ら
、
こ
の
仕
事

は
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
毎
週
彼
の
も
と

に
通
い
ま
し
た
が
、
２
、３
年
は
必
要
で
し
た
。

資
料
の
整
理
も
そ
う
だ
け
ど
、
彼
の
代
わ
り

に
買
い
物
に
行
っ
た
り
、
掃
除
を
し
た
り
も

し
ま
し
た
よ
。

ヨ
シ
は
気
難
し
い
ひ
と
で
し
た
が
、
私
は
彼

と
良
い
関
係
が
築
け
た
と
思
い
ま
す
。
彼
は

人
間
よ
り
も
資
料
が
好
き
な
人
で
し
た
が
、

次
第
に
私
の
お
じ
い
さ
ん
の
よ
う
な
存
在
に

な
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
ね
。
そ
こ
で
、
私
は
、

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
へ
売
る
予
定
の
資
料
の

整
理
が
終
わ
っ
て
も
、
家
に
残
っ
て
い
る
そ

れ
以
外
の
資
料
の
整
理
を
一
緒
に
続
け
ま
す

よ
」
と
提
案
し
ま
し
た
。

―
―
キ
シ
さ
ん
と
は
と
て
も
長
い
付
き
合
い
だ
っ

た
の
で
す
ね
。
デ
ィ
ラ
ン
さ
ん
か
ら
見
て
、
キ
シ

さ
ん
は
ど
ん
な
人
だ
っ
た
か
教
え
て
も
ら
え
ま
す

か
？

ヨ
シ
の
人
生
は
私
が
本
を
書
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
く
ら
い
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。
彼

は
、
人
間
と
い
う
も
の
を
信
用
で
き
て
い
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
本
当
に

ディラン・イェーツさん
インタビュー

ディラン・イェーツ
（Dylan Yeats ）

2017年にニューヨーク大学で米国史の博士号を取
得。歴史家。「文化論争」が、宗教、人種、階級、ジェ
ンダー、セクシャリティに対するアメリカ人の理
解をどのように形作ってきたかが主な研究テーマ。
共著に、「Yellow Peril! An Archive of Anti-Asian Fear」 
(Verso, 2014、当館請求記号 EC136-B172)。ニュー
ヨークにおいて、展示やコミュニティメモリープ
ロジェクトのキュレーターやコンサルタントとし
て活躍。ニューヨークの歴史に関するウォーキン
グツアーガイドやアーキビストとしての仕事もこ
なす。

※ディランさんは、ヨシオ・キシのことを、親しみを込めて「ヨシ」と呼んでいたそうです。

Interview with Dylan Yeats 

このインタビューは2020年2月28日に実施しました。
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チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
で
面
白
く
て
楽
し
く
て
頭
の

い
い
人
で
し
た
。
シ
ニ
カ
ル
で
、
物
事
に
批

判
的
な
ユ
ー
モ
ア
を
持
つ
人
で
、
彼
と
は
た

く
さ
ん
話
し
ま
し
た
が
、
一
緒
に
い
て
楽
し

か
っ
た
で
す
ね
。

実
は
、
ヨ
シ
は
最
初
か
ら
私
を
信
用
し
て
く

れ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
の
祖
父
母
が
、
ヨ
シ
が
育
っ
た
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
一
地
域
で
あ
る
ヘ
ル
ズ
キ
ッ
チ
ン
近

く
の
出
身
だ
と
分
か
っ
て
か
ら
、
彼
は
私
を

信
用
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ヨ

シ
は
、
私
に
祖
父
母
の
こ
と
を
思
い
出
さ
せ

ま
し
た
。
祖
父
母
と
全
く
同
じ
ア
ク
セ
ン
ト

を
持
っ
て
い
ま
し
た
し
、
缶
詰
に
入
っ
た
ス

モ
ー
ク
さ
れ
た
貝
、
ク
ラ
ッ
カ
ー
、
パ
ス
ト

ラ
ミ
、
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
と
コ
ー
ヒ
ー
と
か
、

同
じ
よ
う
な
食
べ
物
や
飲
み
物
が
好
き
で
し

た
。
と
に
か
く
、
ヨ
シ
は
私
の
祖
父
母
と
同

じ
よ
う
な
雰
囲
気
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
当

た
り
前
で
す
よ
ね
、
ほ
ぼ
同
じ
時
代
に
同
じ

場
所
で
育
っ
た
ん
で
す
か
ら
。
そ
し
て
最
終

的
に
は
、
彼
は
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し

て
の
仕
事
も
含
め
て
私
を
信
頼
し
て
く
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
面
白
そ
う
な
人
で
す
ね
。
会
っ
て
み
た
か
っ

た
な
あ
。
も
し
よ
け
れ
ば
、
キ
シ
さ
ん
の
家
族
の

こ
と
に
つ
い
て
も
教
え
て
も
ら
え
ま
す
か
？

父
エ
イ
キ
チ
は
、
１
８
８
１
年
栃
木
県
生
ま

れ
、
母
ハ
ル
は
１
９
０
３
年
東
京
府
生
ま
れ

で
し
た
。
エ
イ
キ
チ
は
単
身
ア
メ
リ
カ
に
渡

り
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
１
９
２
１
年

に
一
時
帰
国
し
て
い
た
時
に
ハ
ル
と
お
見
合

い
結
婚
を
し
ま
し
た
。
ハ
ル
は
18
歳
、
エ
イ

キ
チ
は
40
歳
で
し
た
。
翌
年
、
ハ
ル
は
エ
イ

キ
チ
と
と
も
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
住
し
ま

し
た
。
エ
イ
キ
チ
は
ポ
ー
カ
ー
酒
場
経
営
、

電
気
用
品
店
の
店
員
な
ど
、
様
々
な
職
を
転
々

と
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
２
人
に
は
５
人
の

子
ど
も
が
お
り
、
ヨ
シ
は
４
番
目
の
子
ど
も

で
し
た
。
ハ
ル
の
実
家
は
比
較
的
裕
福
だ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
エ
イ
キ
チ
の
仕
事
が
う
ま

く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
の
生
活
は
け
っ
し
て
楽
な
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
も
ハ
ル
は
夫

の
エ
イ
キ
チ
以
外
に
は
じ
め
は
頼
る
人
も
い

な
か
っ
た
の
で
す
。
ハ
ル
は
外
に
働
き
に
い
っ

た
り
、
内
職
を
し
た
り
家
計
を
支
え
る
た
め

に
努
力
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

ハ
ル
が
日
本
語
で
書
い
た
手
記
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
大
学
図
書
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
収

め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
悲
し
い
内
容
で

し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
生
活
に
慣
れ
な
い

ば
か
り
で
な
く
、
エ
イ
キ
チ
か
ら
は
あ
ま
り

よ
い
待
遇
を
受
け
な
か
っ
た
よ
う
で
、
手
記

に
は
エ
イ
キ
チ
に
対
す
る
不
満
が
綴
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
救
い
だ
っ
た
の
は
、
ヨ
シ
に
対

す
る
お
礼
も
書
か
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
晩

年
の
ハ
ル
は
ヨ
シ
と
一
緒
に
生
活
を
し
、
好

き
な
絵
な
ど
を
好
き
な
だ
け
描
け
る
環
境
を

作業中のキシとディランさん。

A b o u t 
Yoshio Kishi
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ヨ
シ
に
用
意
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
て
い

た
か
ら
で
す
。

―
―
当
時
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、
日
本
人
と
し
て

生
き
る
こ
と
は
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
さ
て
、
キ
シ
さ
ん
の
キ
ャ

リ
ア
人
生
は
映
画
編
集
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
な

ぜ
彼
は
映
画
に
関
わ
る
仕
事
を
し
よ
う
と
思
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
？

ヨ
シ
と
彼
の
お
父
さ
ん
エ
イ
キ
チ
と
の
関
係

が
影
響
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
エ
イ
キ
チ

は
１
世
で
、
英
語
を
あ
ま
り
話
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
の
で
、
日
本
語
が
で

き
な
い
ヨ
シ
と
英
語
が
で
き
な
い
エ
イ
キ
チ

は
、
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
エ
イ
キ
チ
は
よ
く

ヨ
シ
を
映
画
館
に
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
映

画
は
、
お
互
い
に
話
す
こ
と
の
で
き
な
い
２

人
が
一
緒
に
す
ご
せ
る
数
少
な
い
方
法
だ
っ

た
ん
で
す
。
そ
の
思
い
出
か
ら
、
ヨ
シ
は
映

画
に
惹
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。

も
う
一
つ
、
ヨ
シ
を
映
画
の
道
に
進
ま
せ
た

の
は
「
勘
違
い
」
で
し
た
。
ヨ
シ
は
、
８
歳

く
ら
い
の
と
き
、
遊
ん
で
い
る
最
中
に
ご
み

に
つ
ま
ず
き
転
ん
で
、
左
目
に
け
が
を
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
の
左
目

は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
あ
る
日
学
校
の
授
業
で
ア
メ

リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
す
る
の
を
強
制
さ

れ
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
右
目
に
も
ボ
ー
ル
が

当
た
っ
て
そ
ち
ら
の
目
も
不
自
由
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
彼
は
生
涯
を
通
し
て
何
度

も
目
の
手
術
を
受
け
て
、
目
に
つ
い
て
は
と

て
も
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
で
し
た
。
部
屋
も
い
つ

も
暗
く
し
て
い
ま
し
た
よ
。
そ
し
て
彼
が
大

学
生
だ
っ
た
時
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
テ
ィ
ッ

セ
と
い
う
映
画
監
督
が
眼
帯
を
し
て
い
る
写

真
が
載
っ
て
い
る
本
を
見
つ
け
て
、
ヨ
シ
は

テ
ィ
ッ
セ
が
片
目
で
映
画
を
撮
っ
た
の
だ
か

ら
自
分
だ
っ
て
で
き
る
っ
て
思
っ
た
そ
う
で

す
。
で
も
数
年
後
に
ヨ
シ
は
、
眼
帯
と
思
っ

て
い
た
も
の
が
実
は
、
本
に
つ
い
て
い
た
た

だ
の
小
さ
な
紙
切
れ
だ
っ
た
こ
と
に
気
づ
き

ま
し
た
。
少
し
皮
肉
な
こ
と
で
す
が
、
彼
が

映
画
の
仕
事
に
つ
い
た
一
つ
の
理
由
は
、「
勘

違
い
」
が
元
だ
っ
た
と
言
え
る
か
と
思
い
ま

す
。

―
―
い
ろ
い
ろ
な
経
験
が
重
な
り
あ
っ
て
、
キ
シ

さ
ん
は
映
画
編
集
の
道
へ
進
ん
だ
の
で
す
ね
。
さ

て
、
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
の
資
料
収
集
は
、
映

画
編
集
と
同
じ
く
キ
シ
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
り

ま
し
た
が
、
な
ぜ
彼
は
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
の

資
料
を
集
め
だ
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？

い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ヨ

シ
が
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
の
資
料
を
収
集

す
る
こ
と
に
し
た
大
き
な
理
由
は
、
彼
の
お

父
さ
ん
を
知
ろ
う
と
す
る
彼
の
人
生
を
通
し

た
情
熱
が
大
き
な
理
由
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
彼
は
、
自
分
が
話
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
お
父
さ
ん
に
つ
い
て
も
っ
と
深
く
知
り
た

か
っ
た
。
そ
の
答
え
を
、
資
料
の
中
に
求
め

た
の
で
し
ょ
う
。

そ
れ
に
加
え
、
ヨ
シ
が
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ

人
運
動
に
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
影
響
を

与
え
た
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
、
ヨ
シ
が
映

画
の
世
界
か
ら
去
っ
た
の
は
、
ア
ジ
ア
人
に

対
す
る
人
種
差
別
も
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。

彼
の
友
人
で
中
国
系
ア
メ
リ
カ
人
女
優
の
ア

イ
リ
ー
ン
・
ヤ
ー
リ
ン
・
ス
ン
や
彼
の
お
母

さ
ん
も
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
運
動
に
熱
心

で
ヨ
シ
に
活
動
を
勧
め
ま
し
た
。

ま
た
、
１
９
６
０
年
代
、
ヨ
シ
の
お
父
さ
ん

が
亡
く
な
っ
た
後
、
彼
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公

共
図
書
館
に
調
べ
物
を
し
に
行
っ
た
の
で
す

が
、「
日
系
ア
メ
リ
カ
人
」
と
い
う
分
類
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
上
手
く
調
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
ヨ
シ
は

図
書
館
と
い
う
も
の
に
懐
疑
的
で
、
図
書
館

1934年のヘルズキッチン（キシが生まれたくらいの時期のもの）。
10th Avenue and 38th Street, Eastern View. Box 12: Folder 2A. Seymour 
B. Durst Old York Library collection of photographs and lithographs. Avery 
Drawings & Archives, Avery Architectural and Fine Arts Library, Columbia 
University
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の
仕
事
を
信
じ
な
い
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
経
験
も
、
ヨ
シ
が
自
分
で
資
料
を
収
集

し
始
め
る
大
き
な
要
因
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
１
９
８
０
年
代
後
半
、
ヨ
シ
は

映
画
の
仕
事
は
辞
め
、
お
母
さ
ん
の
介
護
に

集
中
す
る
こ
と
に
な
っ
て
か
ら
本
の
デ
ィ
ー

ラ
ー
を
始
め
、
様
々
な
分
野
の
本
を
収
集
し

始
め
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
に
関

す
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
オ
ペ
ラ
に
関
す

る
も
の
、
初
期
ア
メ
リ
カ
文
学
、
映
画
や
写

真
に
関
す
る
も
の
、
売
春
婦
に
関
す
る
も
の
、

ミ
ス
テ
リ
ー
に
関
す
る
も
の
な
ど
も
集
め
ま

し
た
。

―
―
お
父
さ
ん
と
の
関
係
、
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ

人
運
動
に
対
す
る
思
い
、
情
報
の
扱
い
に
対
す
る

問
題
意
識
か
ら
、
キ
シ
さ
ん
は
資
料
収
集
の
道
へ

進
ん
だ
の
で
す
ね
。
私
は
図
書
館
員
と
し
て
、
キ

シ
さ
ん
の
図
書
館
に
対
す
る
懐
疑
的
な
態
度
は
、

考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

実
際
に
、
ヨ
シ
の
図
書
館
に
対
す
る
用
心
深

い
態
度
が
よ
く
分
か
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り

ま
す
。
彼
は
資
料
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
に

送
る
に
あ
た
っ
て
、
１
０
０
項
目
以
上
に
わ

た
る
分
類
を
独
自
に
作
っ
て
、
し
っ
か
り
と

し
た
リ
ス
ト
を
作
る
ま
で
資
料
を
送
ろ
う
と

は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ヨ
シ
は
自
分
で
本
を

購
入
し
、
分
類
を
つ
け
る
こ
と
で
、
他
の
人

が
簡
単
に
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
の
資
料
を

探
せ
る
よ
う
に
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
昔

は
、
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
に
対
し
て
、

「inscrutable oriental

」（
理
解
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
東
洋
人
）
と
い
う
差
別
用
語
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
キ
シ
は
自
分
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
「scrutable im

age collection

」

（
理
解
す
る
こ
と
の
で
き
る
イ
メ
ー
ジ
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
）
と
呼
び
ま
し
た
。
彼
は
大
き
な
本

棚
を
使
っ
て
、
全
部
が
見
え
る
よ
う
な
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
作
り
た
か
っ
た
ん
で
す 

。 

―
―
デ
ィ
ラ
ン
さ
ん
は
、
キ
シ
さ
ん
の
人
生
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
？

ヨ
シ
の
人
生
は
寂
し
そ
う
に
見
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
彼
は
自
分
の
人
生
を
愛
し
て

い
た
と
思
い
ま
す
。
彼
の
部
屋
の
ダ
イ
ニ
ン

グ
テ
ー
ブ
ル
に
は
い
つ
も
た
く
さ
ん
の
本
や

新
聞
、
雑
誌
が
置
い
て
あ
っ
た
の
で
す
が
、

毎
週
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
違
っ
た
資
料
が
置
か

れ
て
い
ま
し
た
。
彼
は
本
を
た
く
さ
ん
読
ん

で
い
た
の
で
し
ょ
う
。
最
終
的
に
は
、
本
を

読
ん
で
映
画
を
見
る
と
い
う
、
彼
に
と
っ
て

の
理
想
的
な
人
生
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

キシとキシの部屋。3000冊以上もの本があったとのことです。

A b o u t 
Yoshio Kishi
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の
生
き
方
は
私
た
ち
が
望
む
よ
う
な
生
き
方

と
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。
彼
は
貧
し
い

家
庭
で
育
っ
て
、
い
ろ
ん
な
人
か
ら
差
別
さ

れ
た
り
拒
否
さ
れ
た
り
し
た
経
験
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
望
む
も
の
が
映
画
や
本
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
彼
は
夢

を
叶
え
ま
し
た
。
大
切
な
友
人
の
ア
イ
リ
ー

ン
が
女
優
と
し
て
成
功
し
た
、
彼
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
い
ろ
ん
な
人
が
見
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
、
そ
し
て
最
後
に
お
母
さ

ん
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
―
キ
シ
さ
ん
と
の
出
会
い
は
デ
ィ
ラ
ン
さ
ん
に

ど
ん
な
影
響
を
与
え
た
で
し
ょ
う
か
。

私
は
歴
史
学
の
学
生
で
し
た
が
、
実
は

Yellow
 Peril

の
展
示
に
関
わ
る
前
ま
で
、
ア

ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
の
歴
史
が
ど
れ
ほ
ど
重

要
な
の
か
に
つ
い
て
そ
れ
ほ
ど
気
づ
い
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
実
際
に
ア
ジ
ア
系

ア
メ
リ
カ
人
へ
の
差
別
に
関
す
る
た
く
さ
ん

の
資
料
を
ひ
と
つ
の
場
所
で
見
た
こ
と
は
、

そ
の
後
の
歴
史
家
と
し
て
の
自
分
の
キ
ャ
リ

ア
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
こ
の
国

で
過
去
に
起
こ
っ
た
こ
と
が
具
現
化
さ
れ
た

も
の
を
間
近
に
見
る
こ
と
で
、
私
は
歴
史
に

対
し
て
本
当
に
深
い
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ヨ
シ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

大
学
内
の
ア
ー
カ
イ
ブ
で
も
ピ
カ
イ
チ
だ
と

思
い
ま
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
強
制
収

容
所
で
日
系
人
や
日
本
人
移
民
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
新
聞
、
同
世
界
大
戦
中
の
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
の
中
国
系
ア
メ
リ
カ
人
の
日
記
、

ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
に
対
す
る
ス
テ
レ
オ

タ
イ
プ
が
わ
か
る
資
料
、
70
年
代
の
ア
ジ
ア

系
ア
メ
リ
カ
人
運
動
に
関
す
る
資
料
な
ど
の

レ
ア
で
貴
重
な
資
料
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
重
要
な
資
料
な
の
に
そ
こ
ま
で
利
用

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
と
て
も
残
念
だ
と
思

い
ま
す
。

本
や
雑
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
が
表
す
イ
メ
ー

ジ
や
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
私
た
ち
が
あ
る
物
事

に
対
し
て
持
つ
考
え
方
や
知
識
を
、
あ
る
一

定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
内
に
制
限
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
私
た
ち
は
、
与
え

ら
れ
る
イ
メ
ー
ジ
や
ス
ト
ー
リ
ー
、
そ
れ
に

基
づ
く
憶
測
な
ど
を
批
判
的
に
見
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
当
時
人
気
の
あ
っ
た
コ
ン

テ
ン
ツ
が
、
私
た
ち
が
「
知
っ
て
い
る
」
ア

ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
に
対
す
る
見
方
を
ど
の

よ
う
に
強
め
て
来
た
の
か
、
キ
シ
の
資
料
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

―
―
資
料
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
歴
史
を

も
っ
と
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
ね
。
批

判
的
に
資
料
を
見
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、
資
料
収

集
に
込
め
ら
れ
た
キ
シ
さ
ん
の
思
い
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
デ
ィ
ラ
ン
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！
　
こ
れ
か
ら
も
研
究
を
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

ニューヨーク大学図書館の特別コレクション閲覧室。フェイル
ズ図書館の所蔵資料だけではなく、ニューヨーク大学のほかの
図書館の所蔵資料も見ることができます。
CannonDesign (architecture), Scott Frances (photography)



　

東
京
本
館
新
館
１
階
に
位
置
す
る
、ガ
ラ
ス
張
り
の
音
楽
・

映
像
資
料
室
。
専
門
室
の
中
で
も
室
内
に
並
ぶ
紙
の
資
料
が

少
な
く
パ
ソ
コ
ン
席
が
多
い
の
で
、
一
見
す
る
と
パ
ソ
コ
ン

で
調
べ
物
を
す
る
た
め
の
部
屋
だ
ろ
う
か
と
思
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
閲
覧
席
に
並
ぶ
パ
ソ
コ
ン
の
多
く
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
お
ら
ず
、
資
料
の
検
索
も
で
き

ま
せ
ん
。電
子
資
料
を
閲
覧
す
る
た
め
の
専
用
席
な
の
で
す
。

　

音
楽
・
映
像
資
料
室
で
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
Ｃ
Ｄ
、
レ
コ
ー
ド

と
い
っ
た
、
名
前
の
と
お
り
音
楽
や
映
像
を
視
聴
す
る
資

料
の
ほ
か
に
、
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
よ
う
に
文
書
や
画
像
を

見
る
電
子
資
料
も
扱
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
資
料
も
、

担
当
職
員
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
等
の
準
備
を
し
て
か
ら
提
供

し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ス
ト
ー
ル
の
方
法
、
デ
ー
タ
の
閲
覧

方
法
は
資
料
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
、
一
筋
縄
で
は
い
か

な
い
こ
と
も
。う
ま
く
動
作
し
な
い
理
由
も
、Ｏ
Ｓ
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
が
合
わ
な
い
の
か
、
閲
覧
に
使
う
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
入
っ
て
い
な
い
の
か
、
と
い
う
よ
う
に
千
差
万

別
。
次
回
に
備
え
、
自
分
で
メ
モ
を
作
成
す
る
こ
と
も
よ

く
あ
り
ま
す
。

　

現
在
流
通
し
て
い
る
資
料
だ
け
で
な
く
絶
版
の
資
料
が

閲
覧
で
き
る
の
は
、
紙
の
資
料
も
電
子
資
料
も
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。
と
言
い
た
い
も
の
の
、
成
長
著
し
い
デ
ジ
タ

ル
業
界
。
私
が
小
学
生
の
時
に
使
っ
て
い
た
フ
ロ
ッ
ピ
ー

デ
ィ
ス
ク
、
就
職
し
て
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
ま
し
た
。
動

作
環
境
Ｏ
Ｓ
の
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
98
、
昔
、
家
に
あ
っ
た

な
あ
。
果
た
し
て
こ
れ
は
使
え
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

一
つ
の
対
応
策
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
保
存
す
る

媒
体
を
変
え
る
「
マ
イ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
順
次
行
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
前
述
の
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
や
Ｍ
Ｏ

デ
ィ
ス
ク
、
現
在
の
パ
ソ
コ
ン
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
ド
ラ

イ
ブ
は
標
準
装
備
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
肝
心
の

デ
ー
タ
を
、
現
在
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
‐
Ｒ

な
ど
に
移
し
替
え
、
そ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
‐
Ｒ
を
利
用
者
の
方
に

使
っ
て
も
ら
お
う
、
と
い
う
も
の
で
す
。
他
に
も
Ｕ
Ｓ
Ｂ

メ
モ
リ
、
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｗ
、
Ｍ
Ｄ
の
マ
イ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
も

行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
５
月
時
点
で
は
約
７
０
０
点

の
資
料
を
こ
の
方
法
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
で

見
る
電
子
絵
本
や
キ
ッ
ズ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
育
っ
て
き
た

身
と
し
て
は
、
古
い
電
子
資
料
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
た

い
！　

と
い
う
個
人
的
な
思
い
入
れ
は
あ
り
ま
す
。

　

も
と
の
資
料
が
す
で
に
デ
ジ
タ
ル
情
報
の
資
料
で
あ
る
た

め
、
よ
く
耳
に
す
る
紙
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
は
少
々
異
な

り
ま
す
が
、
マ
イ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
対
応
す
る
再
生
機
器
、

再
生
環
境
が
必
要
な
電
子
資
料
に
は
重
要
な
対
策
で
す
。

　

使
え
る
か
ど
う
か
見
た
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
電
子
資

料
。
時
代
の
変
化
に
さ
ら
さ
れ
て
、
気
づ
い
た
ら
使
え
な

く
な
っ
て
い
た
…
…
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
試
行
錯

誤
中
で
す
。　
　
　
　
　
　
（
音
楽
映
像
資
料
課　

胡
麻
）

紙よりも時代に
取り残される？
電子資料

（上）マイグレーション対象の電子資料。
（右）内容を移し替えたDVD-Rを再生する。

15 国立国会図書館月報 723/724号 2021.7/8



保存・修復の道具
① 切る、折る

　国立国会図書館では、所蔵する資料の永続的利用を保証するために、デジタル化などの媒体変換、
防災、保存環境の整備、修復といった様 な々保存活動を行っています。
　その活動で大きな役割を担うのが、収集書誌部資料保存課です。資料保存担当の専門職員が、専
門的な判断と技術を必要とする補修・修復を資料の特性や状態に応じて行っています。また、書庫の環
境管理や虫菌害対策などの業務にも当たっています。
　新しいシリーズとして、資料保存課で保存・修復のために使用する「道具」にフォーカスをあててみます。
ほんの一部ではありますが、文化的資産を残していく活動の様子を垣間見ていただければと思います。

本をまもる

16国立国会図書館月報 723/724号 2021.7/8



　

和
紙
や
裏

※

打
ち
し
た
布
を
、
ま
っ

す
ぐ
に
ほ
つ
れ
ず
に
裁
つ
た
め
に
使

い
ま
す
。
表
具
屋
さ
ん
な
ど
で
よ
く

使
用
す
る
道
具
で
す
。
刃
先
が
丸
く

な
っ
て
い
る
た
め
、
丸
包
丁
と
呼
ば

れ
ま
す
。

※�

紙
や
布
の
裏
面
に
和
紙
を
デ
ン
プ
ン
糊
で
貼

り
付
け
て
、
丈
夫
に
す
る
こ
と
。

たとえば、巻物を裏打ちして補修するとき

余白部分を裁っているところです。

巻物よりも少し大きめの和紙で裏打ちして、
あとから余白を裁ちます。

真横から見るとこんな感じです。

横に置いたのは鞘です。母の古

い着物を使って自分で作りました

丸ま
る

包ぼ
う

丁ち
ょ
う
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本
の
背
に
切
り
込
み
を
入
れ
る
と

き
に
使
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
巻
物
・

掛
け
軸
用
の
木
の
軸
棒
や
紙
筒
を
切

る
の
に
使
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

の
こ

たとえば、本の背を補修するとき

写真集など、綴じる余白が無いような本の場合に、接着剤だけで
は弱いので、背にのこぎりで切り込みを入れて、麻ひもを押し込ん
で接着強度を上げます。

麻ひもが抜けにくいように、切り込みは
互い違いに入れます。

表紙を全てはずし、本体の背に切り込みを入れます。

接着剤をつけて麻ひもを溝に
押し込んで、さらに背に接着
剤を塗って固めます。

ぎ
り

ホームセンターで売ってい
る普通の

のこぎりです。いろいろ
種類があり

ますが、同じ作業でも職
員によって

使いやすいものが違うの
で、それぞ

れ手になじむものを選びま
す
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いろいろな用途に使います

へ
ら

　

素
材
は
竹
製
、
動
物
の
骨
製
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
動
物
の
骨
で

で
き
て
い
る
も
の
は
、「
ホ
ー
レ
ン
」

と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

紙
を
折
っ
た
り
、
筋
目
を
つ
け
た

り
、
補
修
し
た
個
所
を
撫
で
て
接
着

し
た
り
、
紙
を
剥
が
し
た
り
、
と
い

ろ
い
ろ
な
用
途
が
あ
り
ま
す
。

溝もへらでつけます。

竹へらで和装本の表紙を折り込む様子です。 枚数の多い紙や、厚い紙を折るときも、
へらを使うときれいに折れます。

補修に使う帯状の和紙を作る時にも、へらを使います。
（本誌 2015 年 10 月号「和紙、大活躍！！」もご参
照下さい。）

水をつけた筆で和紙に線を引き、へらで筋をつけ、手でちぎります。
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本
来
は
、
印
を
彫
る
と
き
に
用
い
る

道
具
で
す
。
当
館
で
は
、
虫
食
い
穴

を
和
紙
で
補
修
す
る
と
き
に
、
和
紙

を
上
か
ら
押
さ
え
て
虫
食
い
穴
の
形

に
ち
ぎ
っ
た
り
、
糊
を
付
け
て
和
紙

を
貼
っ
た
後
に
押
さ
え
て
接
着
す
る

た
め
に
使
い
ま
す
。
ア
ク
リ
ル
製
は

職
員
の
手
作
り
で
す
。
下
が
透
け
て

見
や
す
い
等
の
利
点
が
あ
り
、
ア
ク

リ
ル
製
を
お
も
に
使
っ
て
い
ま
す
。

たとえば、和装本の虫食い穴を補修するとき

虫食い穴のまわりに筆で糊をつけます。

虫食い穴の上に和紙を貼り、穴の大きさに合
わせて印刀で押さえてちぎります。

ちぎった和紙を印刀で押さえて貼ります。

先輩が作ったものを引き継
いで

使っています。手になじん
だ長

さ、形があるので、これ
がない

と仕事ができません

印い
ん

刀と
う
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き

洋書などの革装本の補修をするときに、新しい革を、適切
な柔軟性と強度にするため、漉いて必要な厚さにします。
現在は本の元の素材を活かす補修をしているので、あまり
行われなくなりました。

本
来
は
革
を
漉
く
道
具
で
す
が
、
現

在
は
違
う
用
途
に
使
う
こ
と
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
左
下
で

紹
介
し
て
い
る
用
途
の
他
、
薄
い
和

紙
を
切
る
た
め
に
も
使
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

革漉きの用途　新旧

背の部分に接着剤を使った製本形体の本を製本し直すと
き、背の接着剤を削り取る「バラ落とし」という作業に使
います。

革か
わ

漉す
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保存箱（資料を劣化・破損からまもるための、中性紙でできた箱）
を作る際に、厚紙に折筋をつけるために使います。厚い紙にも簡
単に折筋をつけることができ、大変重宝しています。他機関から
見学に来た方にうらやましがられることも。

表紙に使う布、保存箱にする厚紙、和紙、各種洋紙などを
断裁します。大量の紙の束も一度に切ることができます。両
手で同時に断裁スイッチを押さないと、刃が作動しないように
安全装置が付いています。

本の綴じ直しをするときに穴を開ける機械です。ドリルが垂直
に下りてきて、最大６ヶ所同時に穴が開けられます。本の大き
さにもよりますが、通常は3～ 4箇所に穴を開けて糸で綴じ
ます。
資料の形態や状態に応じて、目打ちを使って手で穴を開ける
こともあります。※ここにあげた道具とその使い方はほんの一例です。

筋す
じ

押お
し

機き

穿せ
ん

孔こ
う

機き

断だ
ん

裁さ
い

機き
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国立国会図書館は、法律によって定められた納本制度により、日本国内の出版物を広く収集しています。
このコーナーでは、主として取次店を通さない国内出版物を取り上げて、ご紹介します。

　

作
家
・
太
宰
治
に
ゆ
か
り
の
地
と
言
え
ば
、

ど
こ
が
思
い
浮
か
ぶ
だ
ろ
う
。
終
生
故
郷
と

し
て
彼
に
影
響
を
与
え
、
名
作
『
津
軽
』
を

生
ん
だ
青
森
。
幾
度
の
自
殺
未
遂
を
経
て
、

人
生
の
再
起
を
か
け
た
、『
富
嶽
百
景
』
の

舞
台
・
甲
府
。
様
々
な
場
所
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
東

京
の
三
鷹
だ
。
昭
和
14
年
、
太
宰
30
歳
の
年

よ
り
移
り
住
ん
だ
こ
の
地
で
、
彼
は
そ
の
創

作
活
動
期
間
の
半
分
に
あ
た
る
７
年
半
を
過

ご
し
、
約
90
篇
も
の
小
説
を
執
筆
し
た
。
そ

の
中
に
は
『
走
れ
メ
ロ
ス
』
や
『
桜
桃
』
な

ど
代
表
作
も
多
く
含
ま
れ
る
。
そ
し
て
、
三

鷹
に
流
れ
る
玉
川
上
水
は
彼
の
最
期
の
地
と

も
な
っ
た
。
本
書
は
そ
ん
な
太
宰
と
三
鷹
の

足
跡
を
紹
介
す
る
三
鷹
市
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
展
覧
会
の
図
録
で
あ
る
。

　

本
書
は
太
宰
が
三
鷹
に
住
む
よ
う
に
な
っ

た
経
緯
や
そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
、
作
家
仲
間
と

の
交
流
な
ど
を
、
書
簡
や
作
品
、
愛
用
品
の

数
々
を
交
え
解
き
明
か
し
て
い
る
。
掲
載
さ

れ
た
書
簡
な
ど
を
じ
っ
く
り
読
み
込
む
と
、

私
信
で
さ
え
も
流
れ
る
よ
う
に
読
ま
せ
る
そ

の
筆
力
に
驚
か
さ
れ
、
手
書
き
の
文
字
か
ら

太
宰
の
心
情
が
迫
っ
て
く
る
よ
う
で
興
味
深

い
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
太
宰
は

趣
味
と
し
て
絵
筆
を
と
る
こ
と
も
あ
り
、
彼

の
描
い
た
絵
も
本
書
で
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

本
展
覧
会
の
特
色
の
一
つ
が
、
三
鷹
の
街

の
発
展
と
太
宰
の
作
家
と
し
て
の
足
跡
を
重

ね
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
か
つ
て
農

村
地
帯
だ
っ
た
三
鷹
は
、
昭
和
15
年
に
村
か

ら
町
に
移
行
す
る
と
、
戦
中
は
飛
行
機
工
場

が
空
襲
の
標
的
と
な
り
、
戦
後
は
復
員
兵
士

の
あ
ふ
れ
る
街
と
し
て
社
会
の
最
前
線
に
躍

り
出
た
。
ま
さ
に
こ
の
歩
み
と
呼
応
す
る
よ

う
に
、
三
鷹
に
移
り
住
ん
だ
太
宰
も
作
家
と

し
て
の
地
歩
を
固
め
、
空
襲
に
よ
っ
て
一
時

疎
開
し
、戦
後
再
び
三
鷹
に
戻
る
と
『
斜
陽
』

で
一
躍
時
の
流
行
作
家
と
な
っ
た
。
作
家
と

街
の
符
合
を
伝
え
る
こ
の
視
点
は
、
三
鷹
で

開
か
れ
た
展
覧
会
な
ら
で
は
と
思
わ
せ
る
。

　

本
書
で
は
「
太
宰
治
の
街
・
三
鷹
」
を
世

界
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
取
り
組
み
は
着
実
に
始
ま
っ
て
い

る
。
昨
年
12
月
に
は
同
じ
く
三
鷹
市
美
術

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
「
太
宰
治
展
示
室 

三
鷹
の

此
の
小
さ
い
家
」
と
し
て
、
三
鷹
時
代
の
家

の
一
部
再
現
が
な
さ
れ
た
。

　

ど
ん
な
に
優
れ
て
い
る
と
さ
れ
た
も
の

も
、
語
り
継
ぎ
愛
し
て
く
れ
る
人
が
い
な
け

れ
ば
、
や
が
て
は
消
え
て
し
ま
う
。
太
宰
の

作
品
、
そ
し
て
そ
の
人
と
な
り
を
愛
し
後
世

に
残
す
機
運
が
、
ゆ
か
り
の
土
地
・
三
鷹
で

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
、
先
人
の
資
料
を
残

す
職
務
に
つ
く
身
と
し
て
、
そ
し
て
太
宰
治

の
一
フ
ァ
ン
と
し
て
、大
変
喜
ば
し
く
思
う
。

　

ち
な
み
に
表
紙
を
飾
る
刺
繍
も
、
太
宰
の

使
用
し
て
い
た
椅
子
を
拡
大
し
た
も
の
な
の

だ
が
、
よ
く
見
る
と
故
郷
・
青
森
を
偲
ば
せ

る
林
檎
柄
。
当
の
太
宰
が
『
津
軽
』
で
、「
そ

の
古
い
伝
統
を
誇
っ
て
よ
い
津
軽
の
産
物

は
、
扁ひ

ば柏
で
あ
る
。
林
檎
な
ん
か
じ
ゃ
な
い

ん
だ
。」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る

と
、
よ
り
面
白
み
が
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。

（
大
森 

穂
乃
香
）

太宰治三鷹とともに
太宰治没後70年　平成30年
度特別展
三鷹市スポーツと文化財団芸術文化
課文芸担当 編集・発行
2018.6　80p；30cm
<請求記号 KG647-L36>
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竹久夢二

　本誌は平成 20（2008）年 4 月号に A4 フルカラーにリニューアルして以来、

表紙には、当館所蔵資料の中から、季節に合わせた美しい絵を選んできました。

選ばれた絵たちは、浮世絵、作家のこだわりがつまった版画集、美しい口絵で

人気を集めた雑誌など、所蔵資料の多様性を表しています。表紙に登場した画

家を取り上げ、その中から、「国立国会図書館デジタルコレクション」でご覧い

ただける絵を集めた「表紙画家セレクション」、第三輯です。

（1884-1934）
明治から昭和時代前期にかけての画家、
詩人。岡山県出身。早稲田実業学校中
退。新聞、雑誌にコマ絵を描き、新進
画家として世に出た。つぶらな瞳の愁い
を帯びた「夢二式美人」を創始。また、
その作詞による「宵待草」の歌が流行し
た。小間物の図案を手がけ、楽譜のデ
ザインをするなど、生活美術、商業美術
の先駆者でもあった。

肖像：『竹久夢二遺作集』竹久夢二［著］　
有 島 生 馬、 恩 地 孝 四 郎、 竹 久 虹 之
助 編　アオイ書房　昭 11< 請求記号 
705-4>

No.9

『夢二絵手本　１』口絵　
竹久夢二 画　岡村書店 　大正 12（1923）
年　1 冊　23cm
ht tps ://d l .nd l . go . jp/ in fo :nd l jp/
pid/1168645/4

『夢二抒情画選集　上巻』から「入り日」竹
久夢二 画　岩田準一 編　宝文館　昭和 2

（1927）年　1 冊　23cm
h t t p s : / / d l . n d l . g o . j p / i n f o : n d l j p /
pid/1688916/60（国立国会図書館 / 図書館
送信参加館内公開）

表紙画家セレクション

14年
10月号

10年
9月号

第三輯

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1168645/4
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1168645/4
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1688916/60
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1688916/60
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歌川芳藤

（1828-1887）
幕末・明治時代の浮世絵師。江戸
出身。姓は西村、通称は藤太郎。別
号に一鵬斎。歌川国芳の門人。横浜
絵、武者絵などのほか、おもちゃ絵を
描き、「おもちゃ芳藤」と呼ばれた。

署 名と落 款：「FWRANWSWDIN( フ
ランス人 ) 遊戯」歌川芳藤 画　相ト　

［文久 1（1861）年］　1 枚　34.8
×24.6cm　（『古登久爾婦里』所収）
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/1312502

No.10

『芳藤手遊絵尽』から「新はん　猫のうなぎや」
歌川芳藤 画　［大正 8（1919）年］　温故木版印刷会　42 枚　
19cm
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1182659/22（国立国会図
書館 / 図書館送信参加館内公開）

18年
6月号

20年
3月号

『芳藤手遊絵尽』から「鳥毛物芝居見物」
歌川芳藤 画　［大正 8（1919）年］　温故木版印刷会　
42 枚　19cm
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1182659/49（ 国
立国会図書館 / 図書館送信参加館内公開）

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1312502
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1312502
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1182659/22
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1182659/49
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幸野楳嶺

（1844-1895）
明治時代前期の日本画家。京都
出身。本名安田直豊。円山派の
中島来章、四条派の塩川文麟ら
に学び、花鳥画を得意とした。ま
た、京都府画学校を設立し、そこ
で教えるかたわら、京都青年絵画
研究会を組織するなど、日本画の
発展と後進の指導に尽力した。帝
室技芸員。

肖像：『楳嶺遺墨　伝記・年譜・
遺稿　伝記、年譜、遺稿』幸野
楳嶺［著］　竹内逸、竹内四朗  
共編　竹内栖鳳　昭和 15
h t t p s : / / d l . n d l . g o . j p /
info:ndljp/pid/8311884/6（国
立国会図書館 / 図書館送信参加
館内公開）

No.11

『 楳 嶺 画 鑑　 一 』から「 紫 陽 花 」
［幸野楳嶺 筆］　芸艸堂　昭和 17
（1942）年　1 冊　22cm
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/1907225/13

「楳嶺花鳥画譜　蝋梅・鸚鵡」幸野
楳嶺 画　明治 16（1883）年　1
枚　35.4×24.1cm（『あづまにしき
ゑ』所収）
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/1312799

13年
6月号

14年
2月号

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/8311884/6
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/8311884/6
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1907225/13
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1907225/13
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1312799
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1312799
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今 純三

（1893-1944）
大正・昭和時代前期の洋画家・
版画家。青森県出身。早稲田工
手学校卒。岡田三郎助に油絵を
学び、文展、帝展に入選。関東
大震災に被災し青森に帰郷、銅
版画・石版画の技法研究に取り
組む。建築学者・風俗研究者で
ある今和次郎の弟。

肖像：青森県立郷土館蔵

No.12

それぞれ見ごたえがあるね！

『青森県画譜　第 1-12 輯』から「収穫期の
林檎園」今純三 著　東奥日報社　昭和 8-9

（1933-34）年　1 冊　27×39cm
h t t p s : / / d l . n d l . g o . j p / i n f o : n d l j p /
pid/1688109/78（国立国会図書館 / 図書
館送信参加館内公開）

『青森県画譜　第 1-12 輯』から「青森市新町通夜景」今純三 著　東奥日報社　
昭和 8-9（1933-34）年　1 冊　27×39cm
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1688109/101（国立国会図書館 / 図
書館送信参加館内公開）

19年
12月号

16年
11月号

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1688109/78
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1688109/78
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1688109/101


ミ
ニ
電
子
展
示
「
本
の
万
華
鏡
」
第
29
回

国立国会図書館月報 681号 2018.1

化
粧
は
何
の
た
め
に
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？
　
慣
習
や
身
だ
し
な
み
と
し
て
、

美
し
く
装
う
た
め
、
あ
る
い
は
何
か
を
表
現
す
る
た
め
で
し
ょ
う
か
？
　
化

粧
の
意
味
や
仕
方
は
、
そ
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
文
化
、
経
済
、
政
治
な
ど

か
ら
様
々
な
影
響
を
受
け
な
が
ら
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
「
本
の
万

華
鏡
」
で
は
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
に
至
る
ま
で
の
化
粧
文
化
の
た
ど
っ
た

道
の
り
を
、
当
時
の
世
相
を
踏
ま
え
つ
つ
紹
介
し
ま
す
。

め
ー
き
ゃ
っ
ぷ今

昔

―
江
戸
か
ら
昭
和
の
化
粧
文
化

―



https://www.ndl.go.jp/kaleido/entry/29/

本の万華鏡「めーきゃっぷ今昔」はインターネットで
どなたでもご覧いただけます。

目次

第1章　江戸時代の化粧
江戸時代の化粧にはおしゃれのほかに社会規範としての性格もありました。当時
の錦絵や美容マニュアル本を紹介します。

第2章　明治、大正、昭和の化粧
洋風化粧品の普及、モダンガールの登場、男性用化粧品の始まりから、第二次
世界大戦中の化粧、戦後の多様化する化粧まで一気に振り返ります。

広告あれこれ
1890 年代から1960年代までの雑誌に掲載された化粧品広告を紹介します。

「本の万華鏡」は国立国会図書館の様々な資料を、
インターネットでご覧いただける展示会です。スマー
トフォンからの閲覧にも対応しています。お手元の
スクリーンから資料の世界をお楽しみください。

本の万華鏡 検索

https://www.ndl.go.jp/kaleido/entry/29/
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関
西
館
資
料
展
示
（
第
28
回
）

「
ニ
ッ
ポ
ン
茶
・
チ
ャ
・
Ｃ
Ｈ
Ａ
」

　

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
お
茶
は
、
関
西
館
の
位
置
す

る
「
け
い
は
ん
な
学
研
都
市
」
が
ま
た
が
る
京
都
、
大
阪
、
奈

良
と
歴
史
的
に
深
い
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
特
に
近
隣
の
京
都

府
南
部
は
、「
お
茶
の
京
都
」
と
し
て
、
宇
治
茶
や
茶
畑
景
観
等

に
注
目
し
た
地
域
振
興
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
で
最
も
生
産
さ
れ
て
い
る
お
茶
は
紅
茶
で
す
が
、
日
本

で
は
茶
の
湯
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
緑
茶
が
大
き
な
存

在
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
日
本
茶
専
門
店
の
登
場
や
、
海

外
で
の
抹
茶
ブ
ー
ム
な
ど
に
よ
り
、
日
本
の
お
茶
が
改
め
て
脚

光
を
浴
び
て
い
ま
す
。
ま
た
、
成
分
の
解
明
や
新
品
種
の
育
成

な
ど
、
科
学
的
な
研
究
も
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
示
で
は
歴
史
、
文
化
、
産
業
・
科
学
の
切
り
口
か
ら
、

日
本
の
お
茶
に
関
す
る
本
と
雑
誌
約
70
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。　

　

ほ
っ
と
一
息
、心
を
潤
す
お
茶
の
世
界
に
浸
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
開
催
期
間　

８
月
19
日
（
木
）
～
９
月
14
日
（
火
）

　

※
日
曜
日
は
休
館

○
開
催
時
間　

９
時
30
分 

～ 

18
時

○ 

会
場 

関
西
館 

閲
覧
室
（
地
下
１
階
）

○
入
場
無
料
・
年
齢
制
限
な
し

○
問
合
せ
先　

関
西
館 

資
料
案
内

　
　
　
　
　
　

電
話　

０
７
７
４
（
９
８
）
１
３
４
１

高橋義雄 編『大正名器鑑 第 1 編』
大正名器鑑編纂所、大正 10-15<
請求記号 422-74>
足利義政により「初花」と名づ
けられたと伝わる茶入（茶道に
用いる抹茶の容器）。重要文化財
に指定されている。

丹波修治 等著、溝口月耕 等画『教草』
明治 5-9< 請求記号 特 67-212>　日本
として初の公式参加となったウィー
ン万国博覧会への出品を機に、諸産
物の製造過程を木版画にまとめたも
の。掲載図は「製茶一覧」の一部。
※紹介画像は「国立国会図書館デジタ
ルコレクション」では2点ともモノク
ロです。
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「
第
五
期
国
立
国
会
図
書
館
科
学
技
術
情
報
整
備
基

本
計
画
」
の
策
定

　

国
立
国
会
図
書
館
は
、
科
学
技
術
情
報
整
備
の
た
め
に
今
後

５
年
間
（
令
和
３
年
度
～
令
和
７
年
度
）
で
取
り
組
む
べ
き
事

項
を
ま
と
め
た
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
第
13

回
科
学
技
術
情
報
整
備
審
議
会
で
国
立
国
会
図
書
館
長
に
提
出

さ
れ
た
提
言
を
受
け
た
も
の
で
す
。
全
文
は
、
国
立
国
会
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
科
学
技
術
情
報
整
備
に
関
連
す
る
諸
計

画
」 

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

https://w
w

w
.ndl.go.jp/jp/collect/tech/plan.htm

l

第
34
回
納
本
制
度
審
議
会

　

３
月
25
日
、
第
34
回
納
本
制
度
審
議
会
が
開
催
さ
れ
、
審
議

会
委
員
11
名
、
専
門
委
員
２
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の
補
償
に
関
す
る
小
委
員

会
の
審
議
経
過
及
び
報
告
書
に
つ
い
て
福
井
健
策
小
委
員
長
か

ら
報
告
さ
れ
、
質
疑
応
答
の
後
、
報
告
書
が
原
案
ど
お
り
了
承

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
報
告
書
を
基
に
納
本
制
度
審
議
会

答
申
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の
制
度
収
集
を
行
う
に
当
た
っ
て
補

償
す
べ
き
費
用
の
内
容
に
つ
い
て
」
が
決
定
さ
れ
、
斎
藤
誠
会

長
か
ら
吉
永
元
信
国
立
国
会
図
書
館
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
答
申
は
、
国
立
国
会
図
書
館
長
の
諮
問
（
平
成
23
年
９

月
20
日
）
に
対
し
、中
間
答
申
（
平
成
24
年
３
月
６
日
）
を
経
て
、

調
査
審
議
の
結
果
が
総
括
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

国
立
国
会
図
書
館
は
、
平
成
25
年
７
月
か
ら
、
国
立
国
会
図

書
館
法
（
昭
和
23
年
法
律
第
５
号
）
に
基
づ
き
、
私
人
が
出
版

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
（
電
子
書
籍
・
電
子
雑
誌
等
）
の
う
ち
、

無
償
か
つ
Ｄ
Ｒ
Ｍ
（
技
術
的
制
限
手
段
）
が
付
さ
れ
て
い
な
い

も
の
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
有
償
又
は
Ｄ
Ｒ
Ｍ
が
付
さ
れ
た
オ

ン
ラ
イ
ン
資
料
は
、
収
集
や
補
償
の
在
り
方
に
検
討
を
要
す
る

こ
と
か
ら
、
当
分
の
間
、
国
立
国
会
図
書
館
へ
の
提
供
が
免
除

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

答
申
で
は
、
こ
の
有
償
等
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の
収
集
に
当

た
っ
て
、
Ｄ
Ｒ
Ｍ
が
付
さ
れ
て
い
な
い
状
態
の
フ
ァ
イ
ル
を
収

集
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
国
立
国
会
図
書
館
以
外
の
者
が
有
償

等
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
を
長
期
に
保
管
・
提
供
す
る
場
合
に
、
収

集
対
象
か
ら
除
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
認
定
す
る
要
件
を
、

そ
の
長
期
継
続
性
や
利
用
の
担
保
等
の
観
点
に
基
づ
き
明
確
化

す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
紙
媒
体
の
図
書
・
雑
誌
等
と
同
等
の
利

用
で
あ
れ
ば
、
出
版
ビ
ジ
ネ
ス
の
阻
害
に
は
当
た
ら
な
い
こ
と
、

資
料
本
体
へ
の
金
銭
的
補
償
は
不
要
で
あ
る
一
方
、
収
集
の
実

効
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
政
策
的
補
償
に
相
当
す
る
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
（
収
集
済
の
デ
ー
タ
を
資
料
の
提
供
者
か
ら
の
求
め

に
応
じ
て
無
償
で
提
供
す
る
デ
ー
タ
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
等
）

が
必
要
で
あ
る
こ
と
等
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
答
申
を
受
け
、
国
立
国
会
図
書
館
は
、
令
和
4

年
度
中
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の
全
面
的
な
制
度
収
集
開
始
を
目

指
し
、
関
係
者
と
の
調
整
を
進
め
ま
す
。

納
本
制
度
審
議
会
委
員
・
専
門
委
員
名
簿

（
五
十
音
順　

敬
称
略
）（
令
和
２
年
７
月
29
日
現
在
）

会
長斎

藤　

誠　
　
　

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授

会
長
代
理

福
井　

健
策　
　

弁
護
士

委
員植

村　

八
潮　
　

専
修
大
学
文
学
部
教
授

江
上　

節
子　
　

武
蔵
大
学
社
会
学
部
教
授

江
草　

貞
治　
　

株
式
会
社
有
斐
閣
代
表
取
締
役
社
長

遠
藤　

薫　
　
　

学
習
院
大
学
法
学
部
教
授

奥
邨　

弘
司　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授

小
野
寺　

優　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
書
籍
出
版
協
会
理
事
長

重
村　

博
文　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
レ
コ
ー
ド
協
会
会
長

柴
野　

京
子　
　

上
智
大
学
文
学
部
新
聞
学
科
准
教
授

　

永
江　

朗　
　
　

公
益
社
団
法
人
日
本
文
藝
家
協
会
電
子
書
籍
出
版

　
　
　
　
　
　
　

検
討
委
員
会
委
員

根
本　

彰　
　
　

東
京
大
学
名
誉
教
授

平
林　

彰　
　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
出
版
取
次
協
会
会
長

堀
内　

丸
惠　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
雑
誌
協
会
理
事
長

山
口　

寿
一　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
新
聞
協
会
会
長

専
門
委
員

佐
々
木　

隆
一　

一
般
社
団
法
人
電
子
出
版
制
作
・
流
通
協
議
会
監
事

樋
口　

清
一　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
書
籍
出
版
協
会
専
務
理
事
兼

　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
長

○
代
償
金
部
会
所
属
委
員

　

 

奥
邨
弘
司
（
部
会
長
）、
江
上
節
子
（
部
会
長
代
理
）、
小
野
寺
優
、

　

重
村
博
文
、
根
本
彰
、
福
井
健
策
、
堀
内
丸
惠

○
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の
補
償
に
関
す
る
小
委
員
会
所
属
委
員
・
専
門
委
員

　

福
井
健
策
（
小
委
員
長
）、
植
村
八
潮
、
遠
藤
薫
、
奥
邨
弘
司
、
柴

　

野
京
子
、
永
江
朗
、
根
本
彰
、
佐
々
木
隆
一
、
樋
口
清
一

＊ 

審
議
会
に
関
す
る
情
報
は
、
答
申
の
全
文
を
含
め
、
左
記
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム>

資
料
の
収
集>

納
本
制
度>

納
本
制
度
審
議
会

https://w
w

w
.ndl.go.jp/jp/collect/deposit/council/index.htm

l

https://www.ndl.go.jp/jp/collect/tech/plan.html
https://www.ndl.go.jp/jp/collect/deposit/council/index.html
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新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
４
４
号

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
憲
法
の
公
教
育
無
償
原
則
と
高
等
教
育
―

２
０
１
９
年
憲
法
院
判
決
及
び
２
０
２
０
年
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ

判
決
を
素
材
と
し
て
―

中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
の
課
題

イ
ギ
リ
ス
下
院
の
議
員
の
歳
費
及
び
手
当
に
関
連
す
る
制
度

国
際
機
関
か
ら
の
脱
退
に
関
す
る
制
度
―
米
国
の
事
例
を
中
心
に
―

フ
ラ
ン
ス
軍
の
公
文
書
管
理
と
情
報
公
開
―
自
衛
隊
の
海
外
活
動
に

係
る
日
報
と
の
比
較
の
視
点
か
ら
―

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
４
５
号　

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
ス
リ
ー
ト
と
公
民
権
法
タ
イ
ト
ル
９
を
め

ぐ
る
議
論

各
国
の
輸
出
管
理
と
対
内
直
接
投
資
管
理
を
め
ぐ
る
動
向

教
育
デ
ー
タ
の
分
析
を
め
ぐ
る
欧
州
の
政
策
動
向

英
国
の
政
治
任
用
職
「
特
別
顧
問
」（
資
料
）

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス　

３
４
８
号

イ
ベ
ン
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
：
図
書
館
総

合
展
の
事
例

図
書
館
に
求
め
ら
れ
る
水
害
へ
の
備
え

令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
よ
る
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
被
災

と
新
し
い
「
あ
り
方
」
の
検
討

利
用
者
カ
ー
ド
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向 

― 

公
共
図
書
館
を
中
心
と
し

た 

―

<

動
向
レ
ビ
ュ
ー>

米
国
のIM

LS

が
戦
略
的
5
か
年
計
画
で
描
く
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
像

―
地
域
変
革
に
お
け
る
触
発
機
能
―

オ
ー
プ
ン
査
読
の
動
向
：
背
景
、
範
囲
、
そ
の
是
非

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

　

日
本
図
書
館
協
会

　

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

　

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

国
立
国
会
図
書
館
の
令
和
3
年
度
予
算

　

国
の
令
和
３
年
度
予
算
が
令
和
３
年
３
月
26
日
に
成
立
し

ま
し
た
。
国
立
国
会
図
書
館
の
令
和
３
年
度
歳
出
予
算
額
は
、

２
０
２
億
３
６
２
３
万
８
０
０
０
円
で
す
。
そ
の
概
要
は
、
表

の
と
お
り
で
す
。

A4 119頁 月刊 1,000円（税別）　
発売　日本図書館協会

A4 76頁 月刊 1,000円（税別）　
発売　日本図書館協会

A4　28頁　季刊　400円（税別）
発売　日本図書館協会

令和 3 年度歳出予算額 （単位：千円）
（項）国立国会図書館 19,036,415

　人件費 10,005,076
　国立国会図書館共通経費 179,842
　国会サービス経費 253,677
　資料費 2,382,491
　　うち納入出版物代償金 397,476
　情報システム経費 3,300,417
　東京本館業務経費 1,684,098
　国際子ども図書館業務経費 262,374
　関西館業務経費 968,440

（項）国立国会図書館施設費 1,199,823
　東京本館庁舎整備費 746,803
　関西館庁舎整備費 434,928
　国際子ども図書館庁舎整備費 18,092
計 20,236,238

予算の費目別構成比（令和3年度）

情報システム経費
16.3%

人件費49.5%

施設費
5.9%

その他の事務費等
16.5%

資料費
11.8%
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